
グループホームかたくり・ひまわりユニット
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

ⅠⅠⅠⅠ....理念理念理念理念にににに基基基基づくづくづくづく運営運営運営運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

(別紙の２)

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

理念は目に見えるところに掲載し、勉強会
などを通し、理念に書かれていることを実際
のケアに活かすということがどういうことか
考えながら取り組んでいる

代表者の創業の理念、企業理念、ホーム理念があり、その主旨
は一環している。それらの理念を職員同士で話し合い、更に具
体的に示した各ユニットの理念が掲示されており、家族や来訪
者にも分かり易くなっている。新入職員研修時に理念について
周知し、引継ぎ時や会議で確認し合い実践に努めている。利用
契約時に利用者や家族にも理念の掲載されたパンフレットで目
指す方向性を説明している。

買い物に出かけたり、ボランティアさんに来
ていただいたりしながら、施設内だけで生活
が完結しないように努めている

町会費を納め、区長から料理教室や運動会などの地域の情報
を得ている。ホームの近くの道路で地域全体として取り組んで
いる花街道の花壇づくりに利用者と職員で参加している。地区
の中学生の職場体験学習も受け入れており今年度は男子3名
が来訪している。また、地元高校の生徒の職場実習の受け入れ
もしている。今年、ホームの敬老会に近所の方に初めて参加し
ていただけた。民生委員の紹介で民謡のボランティアも訪れ、
大正琴、オカリナなどのボランティアも利用者と交流している。
近所の方からキュウリやナスなどの野菜、果物なども頂いてい
る。地域との交流が徐々に進んでいる。

職場体験で来所した学生さんに対し、認知
症についてのこと、施設がどんなところか、
自分たちの仕事がどんなことかなどを知っ
て頂く機会を持っている

毎回、会議までの間の施設の状況報告を
行い、それに対し意見を頂いている。現在、
防災に関しては、施設として地域の方の協
力を得ながら取り組むにはどうしていくかを
特に重点的に取り組み始めている

区長、民生委員、市担当者らの出席を得て奇数月の月末に開
催している。今年9月の会議には近所の方3名に初めて参加し
ていただけた。事業所の利用状況や活動内容が報告され、課
題である防災については重点的話し合っていただいている。若
い管理者や職員によりパワーポイントを使った説明がされてお
りビジュアルで分かり易く、冬の除雪機の使い方などについて
のアドバイスをいただくなど委員からの意見・助言を運営に活か
している。

家族の参加が不定期であるように思われる。一
番身近な家族が参加され、忌憚のない意見や
要望をいただくことでホームの運営やサービス
の向上につながるものと思われる。広く参加を
呼び掛けることを期待したい。

運営推進会議を通し、市の職員さんに施設
の現在の状況を知っていただけるよう努力
している

定員に空きができそうな時には予めホームからその旨を記載し
たFAXを送付し利用者の紹介をお願いしている。市担当者が敬
老会に参加し利用者の様子や雰囲気を見ている。介護認定の
更新時には遠方の家族からの依頼で代行することもある。区分
変更に関しては家族から相談があったり、本人の様子を見て
ホームから家族に相談した後、家族が申請をしている。市の認
定調査員が来訪した時は本人の様子を伝え、近くに住む家族で
同席する方もいる。

勉強会を行なったり、体動センサー導入時
等も、ケアマネージャー、ご家族も含め、本
当に必要か、身体拘束にならないかなどを
十分に話し合った上で導入するなどしてい
る

年間の研修計画の中に「不適切ケア」として組み込み職員は身
体拘束に頼らないケアの提供に努めている。利用者の状態によ
りリスクを回避するため離床センサーを使用することもあるが、
あくまでも一時的、補助的なもので人員体制の厚い時には外す
努力をしている。その場合も介護日誌に記録を残している。職
員は利用者の行動を制限する行為や拘束の内容を理解してお
り利用者の自由な暮しを支援している。デイサービスの延長で
夕方になると玄関に足を運ぶ利用者もいるが言葉がけをし、場
合によっては外に一緒に出て気分転換を図っている。
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グループホームかたくり・ひまわりユニット

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、防
止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条
件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

施設内でも起こりうることを十分に理解し、
勉強会等で知識を深めながら、申し送りや
ユニット会議で利用者様に変化がないかな
どの話し合いをしている

勉強会を通し、制度についての理解を深め
ている

新規の利用者様に関しては予め契約書に目を
通して頂いた上で、十分な説明をしている。家族
からの質問には曖昧な答えはぜず、施設として
できる事、できないことに関してはきちんと理由を
伝え、ご納得いただけるよう話をさせて頂いてい
る

入居時の契約で伝えるとともに、玄関に用
紙を設け言いづらいことは匿名で伝えること
が出来るようにしている。また、実際に意見
をいただき、改善に努めた事例もある

ユニットの利用者は言葉で意志表示が可能である。家族も近く
の方から遠方の方までおり来訪の頻度も様々であるが、状態の
変化が利用者に見られた時にはホームからの連絡に合わせ来
訪し無事を確かめ安堵している家族もいる。ホームの敬老会に
は8割強の家族が参加し家族から要望や意見を聞いている。家
族向けの「ホーム便り」は写真入りでひまわりユニットではほぼ
毎月1回、時には増刊号も出している。便りを見た家族から自宅
では見せたことのない様子に「こういうことも出来たんだ」と驚き
をもたれている方もいる。

職員からの意見は、定期的な面談、人事考
課面談の実施を通し、どうしてそう考えたの
か？どんな場面でそう感じたのか？考えに
至った理由をきちんと聞き運営に反映させ
ている

法人の施設管理者と介護主任による管理者会議、ホームの
管理者とケアマネージャー及び各ユニット2名ずつのリーダ
が集るリーダー会議、各ユニット会議などがあり、それぞれ
月1回開催されている。職員の意見・提案なども出され、利
用者の受け入れや職員の異動についても報告されている。
人事考課制度に沿って職員は自己目標を立て、半期毎に
自己評価し管理者と面接している。サービス面や運営面で
の意見や考えを伝えたり個人的な相談もしている。

年に２回人事考課面談を通し、スタッフが自
己の取り組みについてアピールできる機会
を設けている。それ以外にも、個々にスタッ
フの様子を見て声をかけ、面談などを行っ
ている

毎月、ケアの中で必要な知識について勉強会を
設けている。外部の研修については案内がある
度に掲載し、興味のあるスタッフは参加できるよ
うにしている。また会社研修に取り組み始め、全
スタッフが参加できるようにしている
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グループホームかたくり・ひまわりユニット

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
り組みをしている

ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

会社研修を通し、他施設のスタッフとともに
勉強をする機会を設けている

ご家族、ケアマネージャーからの情報を基
に本人がどんな生活を望んでいるのかどん
なことに困っているのかを日常の会話の中
から見つけ出すように努めている

家族の気になっている事、不安な事など要
望をしっかりと聞き、安心できるように心が
けている。また、またご家族の来設時には
スタッフからも生活の様子をいつでも伝えら
れるように努めている

ケアマネージャーを通じ、入居前の面談等を通
し、本人やご家族の思い、まず何が必要か見極
め、ご家族にケアプランとして提案し話をする時
間を設けている。またそれがスタッフにも伝えら
れ、ケアの中での気づきはケアマネに伝えられる

ユニット会議などで本人ができる事、できないこ
とを見極め、出来ることに関しては一緒に行った
り、本人の力を頼り、ときには利用者様に助けて
頂く様な場面もあり、お互いに支え合える関係を
築けるように努めている

ご家族にはいつでも訪ねて来ていただける環境
作りをし、来設時には日頃の様子を伝えるように
している。また、施設に居ても家族の存在を感じ
られるようにご利用者様との会話の中でも家族
の話をすることも多い。

今まで本人が大切にしてきた人との関係が
続くようご家族の協力も得ながら家族以外
の方の来訪もある。またその際にはゆっくり
と話ができるよう、場所への配慮もしてい
る。

かつての職場の友人や仲人など、利用前からの馴染みの
方の訪問を受ける利用者がおり、利用後も継続できるように
支援している。お盆やお彼岸に家族が迎えに来て一時帰宅
し家族と過ごす利用者もいる。週に1回必ず自宅に帰り泊ま
る利用者もいる。自宅から継続して携帯電話を持ち込んで
いる利用者や年賀状の返信を書く方もいる。

声掛けの工夫をしたり、必要に応じ、スタッ
フが利用者様同士の会話の間に入ること
で、孤立しない様に工夫をしたり、利用者様
同士が支え合える関係でいられるように努
めている
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グループホームかたくり・ひまわりユニット

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

ご家族、本人からの希望があれば支援でき
るようにしている

一人ひとりの人柄、思いは違うので、本人
の目線から思いを知ることを大切にし、カン
ファレンス等を行っている

ユニットの殆どの利用者が口頭での意思表示ができる。利用開
始時は在宅時の生活から集団生活に移行するので生活する上
での必要なアセスメントを家族とともに行っている。ホームに慣
れるにしたがって当初のアセスメントになかったことも浮かび上
がり、職員間で共有し、一人ひとりの利用者の思いを理解する
ようにしている。

予めご家族や、施設利用以前のケアマネー
ジャーからの情報以外に、支援をする中で、そこ
にはない本人の姿を知るためにケアマネー
ジャーを通じご家族に本人の昔の姿を聴いたり
などし、ケアに生かしている

入居前の生活歴などを知った上で、家族と
のコミュニケーションの中から利用者様の姿
を知ったり今までかたくりで過ごしてきた利
用者様の姿なども踏まえ、現状の把握に努
めている

ユニット会議時のカンファレンス等で利用者
様の現状をしっかりと把握し、ケアマネー
ジャーを中心に家族にもそれを伝え、家族
の意向も踏まえ上で計画作成に生かしてい
る

居室担当の職員がいるが、毎月のユニット会議の中で全職員
によるケアカンファレンスを行い一人ひとりの利用者の課題等を
検討しつつ情報の共有化を図っている。ご本人の意向について
改めて聞くことは難しいが、日ごろの会話や観察、つぶやきなど
から推し量り計画に反映している。一人ひとりの生活が維持向
上できるように介護計画は計画作成担当者を中心に職員の意
見も取り入れながらユニット会議の中で検討されている。短期
目標は3ヶ月、長期目標を6ヶ月に設定し、見直しも期間に合わ
せ現状に即しているかどうか確認している。家族の来訪時には
介護計画の進捗状況を報告したり意向の確認もし、状態の変化
が生じた時や期間の終了に伴い作り変えた場合には本人や家
族に説明している。

介護記録には利用者様の表情や仕草、言
葉等を記入する様心がけ、その中で気づい
た事などはユニット会議などを通じ、カンファ
レンスに生かしている

すべての職員が協同で利用者様やご家族
とコミュニケーションをとる事で様々な意見
を聞くことができ、ケアマネージャーを中心
に、その方に応じたサービスの可能性を
探っている
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グループホームかたくり・ひまわりユニット

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け
られるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所で
できることを十分に説明しながら方針を共有し、地
域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

施設スタッフと、利用者様のみで生活が完
結してしまわないように訪問看護、歯科、美
容師、往診等利用者様に対する来訪があっ
たり、一緒に買い物などに出かけたりしてい
る

家族が受診の付き添いをする場合は特に、
日頃のかたくりでの様子、受診の様子、結
果等をご家族に確認しスタッフ皆で情報の
共有をしている

内科医については利用前からのかかりつけ医を継続しており、
ホームの協力医の往診があることからそちらを選択していただく
ことも可能となっている。ホームでは定期受診を重視しており、
基本的に付き添いは家族にお願いしている。スムーズな受診に
つながるように受診カードを家族に渡し、「本人の情報、容態
等」が分るようにし、受診後は受診結果をカードの裏に記録して
いる。訪問看護師が週一回来訪しており、健康管理や相談に
乗っており、24時間365日連絡が可能である。

状態変化につながりそうな気づきは早めに
スタッフ間で共有し、家族にも連絡し、訪問
看護師に相談している。特に夜間、急な受
診が必要な場合でもすぐに対応できるよう
オンコール体制を整えている

出来るだけ長期入院にならないようにケア
マネージャーを中心に話をしたり、面会時に
は担当の看護師に様子を聞いたり、それを
介護記録に残し、情報の共有を行っている

日常の中での急変に関してはご家族に意
向を伺っている。また、終末期を迎える利用
者様についてはご家族、医師、訪問看護
師、施設スタッフと改めてカンファレンスを
し、終末期に於いての契約を行う

今までに数名の方の最期を家族と共に看取っており、今年の夏
も90歳代後半の利用者を看取っている。重度化や終末期に向
けたホームの方針では基本的に医療行為が必要な場合には受
け入れは難しい旨を伝えているが、本人や家族がホームで最期
までとの意向があればそれに沿った支援をしている。職員も看
取りに関する勉強会を重ね不安を取り除くようにし全職員で方
針を共有しながら本人や家族を支えている。今夏のお別れの時
にも利用者は手を合わせお見送りをしたという。いつも席を同じ
にしていた利用者で一時的に気分の落ち込んだ方もいたが比
較的早く元へ戻ったという。

消防署に指導を依頼し、すべての職員が
AEDを使って救命救急の仕方、怪我等の応
急処置の仕方を教わっている。また、緊急
時のマニュアルもあり、対応できるよう備え
ている

消防署の方に指導を頂き避難訓練の実施
をしている。地域との協力体制についても
取り組み始めている

年2回、昼・夜想定の訓練を消防署の協力を受け実施している。
通報連絡、消火訓練を実施し避難誘導訓練には利用者も参加
している。スプリンクラー、自動火災報知機、非常通報装置、誘
導灯などが完備されており、今年度、二ヶ所ある避難口付近の
地面も車椅子利用者に配慮し砂利から舗装に変更した。防災
訓練とは別にＡＥＤの使い方、心肺蘇生法、止血法なども行わ
れている。食料品等の備蓄も確保されているが、更に内容につ
いて精査している。
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グループホームかたくり・ひまわりユニット

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

一人ひとりの生活歴を十分に把握し、家族
とのコミュニケーションの中で情報にはない
利用者様のこれまでの姿を知る努力もしな
がら、利用者様との関わりに生かしている

利用者の得意とするところを日常の役割としていただき、昼食時
にほめたたえ利用者が楽しく暮らせるようにしている。職員は利
用者一人ひとりの誇りに思っていること、不快に思うことを把握
し声掛けしている。呼びかけも個別に敬意を持って、基本的に
は苗字に「さん」、名前に反応ある方には名前で、他には「所長
さん」、「先生」等で呼ばれている方もいる。利用者間でもお互い
に認め合い、一人ひとりの利用者が身の置き場をわきまえてお
り、病気はあっても穏やかな人付き合いができている。

職員が思う本人にとっていいことではなく、
本人が本当に思うことなのかを、本人の表
情や反応から探るようにし、いい反応の見
られることを生活の中に生かしていくように
している

その方の日頃の生活ペースをよく知り、ス
タッフ都合の生活にならないよう努めている

ひげそりや、洗顔等を含め、利用者様の出
来ることをしてもらい、できないことは手伝
わせていただきながら、いつも利用者様が
気持ちよく居られるよう配慮している

嫌いな物がある方には代わりの物で提供し
たりしている。また、用意から片付けまで、
全て利用者様と一緒に行って居り、手伝うこ
とを楽しみに日課になっている利用者様も
何名かいる

ユニットでは状態により介助を必要とする方が2名いるがその他
の方は介助なしで常食の方が多い。利用者も職員と一緒になっ
て料理の下ごしらえ、調理、盛り付け、片付け、食器洗いなどで
きる範囲で行っている。父の日にはうなぎを食べたり、誕生日に
はお寿司などで祝ったりしている。夏祭りにはベランダでバーベ
キューをし外気を浴びながら料理を楽しんでいる。おやつには
ホットケーキやうすやきせんべいなどをつくり、今年は恵方巻き
にも挑戦した。メニューは職員が考え、ユニット毎に異なってい
る。プランターで夏野菜などもつくっている。

水分に関しては水分摂取の重要性を十分
理解した上でこまめな水分摂取を促してい
る。また、食事に関しても、その人の食べら
れる量に合わせて盛りつけをする等工夫を
している

口腔ケアの重要性を理解し、どのスタッフが
行っても同じケアができるように努めてい
る。また、利用者様によっては訪問歯科も
利用しており、スタッフはケアのアドバイスを
もらったりしている
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グループホームかたくり・ひまわりユニット

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決め
てしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

個々の排泄パターンの把握をし声かけ、誘
導等を行いながら、できるだけ失禁の無い
様に支援につなげている

ユニットでは自立の方4名おり、意思表示できる方が4名も何
らかの介助を受けている。日中は布パンツの方が1名、リハ
ビリパンツの方が8名おり利用者の状態に合わせている。
ポータブルトイレ使用の方は3名となっている。利用開始後、
職員がトイレ誘導を心がけた結果、リハビリパンツから布パ
ンツに改善された方もいる。

食事を工夫したり、こまめな水分摂取を促
すなど、食事面からの支援と、その方に
合った整腸剤などの処方等医療面からの
支援も行っている

ユニットで決めた日はあるが、本人の体調
や気分に配慮し、それ以外の日でも入浴が
できるよう支援している。また、その際は羞
恥心に配慮し、気持ちよく入浴できるように
努めている

「かたくりの湯」の大きな暖簾をくぐると洗濯場兼脱衣室があり、
目隠し用のアコーディオンカーテンが設置されている。浴室は広
く、三方から入浴できる個浴槽と特殊浴槽がある。車椅子を使
用している利用者は職員二人の介助を受けチェア浴や個浴槽
で入浴している。浴室用の畳マットや遠赤外線のヒーターなど
湯冷めをしないように配慮がされている。あさがおユニットは月・
木、ひまわりユニットは火・金に入浴日を分けて浴室を使ってい
る。午前か午後、好きな時間にお風呂に入れ、空いている曜日
も入浴は可能である。菖蒲湯、リンゴ湯、ミカン湯など季節に合
わせたお風呂が利用者に喜ばれている。拒む利用者には言葉
掛けや時間をずらし工夫している。

好きな時に自由に居室で休むことがでる。
また、夜は本人が眠くなったタイミングで居
室で休めるように配慮している

一人ひとりの飲んでいる薬の内容を把握し
変化がないか常に様子をみている。また、
誤薬や、投薬漏れの無い様に出勤している
スタッフみんなで確認しあい、事故防止にも
努めている

得意なこと、好きなことを日常の会話の中
から探し、日常生活の中に取り入れるよう
努めている

気候に応じ、外へ散歩に出たり、テラスで日
向ぼっこをしたり、プランターの花の手入れ
をしたりしている。また外食に出かけた等し
ている。また普段の買い物などには一緒に
行き、地域の方と触れ合う機会にも繋がっ
て居る

日ごろはホーム周辺を散歩したり、近くにあるスーパーへ買い
物に出掛けている。あさがおユニットでは花見を兼ねおむすび
持参でお城の見学に、少人数で近くの花見に出掛けている。バ
ラやアヤメの見物、桜並木や公園のある図書館のカフェでお茶
を飲んだり、すぐ近くの和食処でおそばを食べたりして楽しんで
いる。市の花街道活動に今年度も参加しており、職員が主とし
てリードする形であるが毎日担当しているマリーゴールドﾞの水
遣りに利用者も出掛けている。
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グループホームかたくり・ひまわりユニット

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心
地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

現在個人で自分のお金を管理している方は
いないが、施設に訪問パン屋さんが来る時
の支払いを利用者様と一緒に行う事もある

ご家族の協力を得ながら、電話したいとの
訴えのあるときは、できるように支援してい
る

日常の中で清掃場所を決め、気持ちよく過
ごしていただけるよう利用者様にも手伝って
頂きながら掃除をしている。また、季節に
あった飾り付や、行事で季節感を感じてもら
えるように工夫をしている

共通の玄関を入ると正面に2ユニットの食堂が目に入る。中央で
区切られているが仕切りは半分開けられており広々としている。
居室前の廊下や食堂の壁には行事の写真や手の込んだ東海
道五十三次の塗り絵や貼り絵などの利用者の作品が掲示され
ている。利用者は食堂のテーブルで新聞畳み、洗濯物畳み、料
理の下ごしらえ、作品作りなどをしており、明るく、快適な環境が
整備されている。トイレも広く、後付の手摺りも設置され、玄関や
共有スペースなどの視界に入らないように配置されている。

安全に配慮し、歩行の妨げになるようなものを置
かないなど空間の工夫、またトイレにはわかりや
すいように張り紙をしたり、利用者様によっては
居室に名前や目印を付け、本人の部屋だとわか
りやすいように工夫している

ホールの中でも、少人数で過ごせるスペー
ス、皆で過ごせるスペースを作り、その時の
利用者様の気分に合わせて過ごしたい場
所で過ごせるよう配慮している

花や、家族の写真等が飾ってあったり、利
用者様によっては本人の部屋とわかるよう
に目印があったり、一緒に居室の掃除や整
頓を行ったりなど工夫をしながら、居室がそ
の人にとって安心できる場所になるように努
めている

居室の入口には表札代わりに花が描かれたステッカーが貼ら
れている。室内はフローリングでロッカー、タンス、ベッド、エアコ
ンが設置されている。タンスの上に自分で作った人形やぬいぐ
るみが置かれ、季節に合わせたセーターなども置かれていた。
ユニットではモップがけや、掃除機を使って自室を掃除できる方
が多く、清潔で整理整頓されている。
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